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「岩手一関米」の生産者「都”里夢
ド リ ー ム

米協議会」との田植え交流会は、３０年続いています。 

代掻きや田植えが始まるといろいろな生き物が田んぼで生まれ、また集まってきます。 

 手植えをしたら、近くの川で環境アドバイザーの多門裕純さんと生き物調査もします。 

日 程 ： 5 月2４日（日）※小雨決行  

10：００  現地集合・田植え、生き物調査   

12：００  昼食・懇談会     

13：３０  現地解散 

集合場所 ： 一関市厳美市民センター・山谷分館 （一関市厳美町字入道２００）    

参 加 費 ： 無料 

お  昼 ： おにぎり、豚汁（ＪAいわて平泉女性部の皆さんの手作り） 

持 ち 物 ： 帽子、タオル、長靴、水筒、着替え等                       

      申込締切 ： 5月 1５日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

■問い合わせ先 盛岡センター ０１９－６５８－９５７７ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ き り と り ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

センター行                                      締切5/1５ 

田植え交流会・生き物調査 参加を申込みます 

支部名 （       ）班名／個配コース（            ） 

お名前 （                     ） 

参加内訳（大人    人 ・ 子ども   人 ） 

当日連絡のつく電話番号（                       ） 

・田んぼに入って手植えをしたのは、私も子どもも初めてで貴重な体験でし

た。子どもたちは、田んぼの生き物集めが楽しかったようで大満足だった

ようです。孫と一緒に参加できてとても楽しかったです。 

・昔は、みんな手植えをしていました。（72 年ぶりに田んぼにはいりまし

た。）今、米問題がいろいろあります。食べ物を生産するということにも

っともっと感謝しなければと思いました。  水沢準備支部 加藤綾、父 

 

田んぼに入って手植えをしたのは、私も子供も初めてで貴重な体験でし

た。子供たちは、田んぼの生き物集めが楽しかったようで大満足だったよう

です。孫と一緒に参加できてとても楽しかったです。昔は、みんな手植えを

していました。（72年ぶりに田んぼにはいりました。）今、米問題がいろい

ろあります。食べ物を生産するということにもっともっと感謝しなければ

とと思いました。 

 

 

「つくる手食べる手 その手はひとつ」 

田植え交流会 
＆生き物調査 

 

 

 

 


